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(57)【要約】
【課題】個別に調整された補正電圧を用いずに、動画ド
メインの発生を抑制すること。
【解決手段】制御装置は、第１方向および第２方向に２
次元的に配置された複数の画素の階調値を含み、フレー
ムに区分された映像を示す映像信号から、第１方向に隣
接する２つの画素の階調値の差がしきい値以上であり、
連続する２つのフレームで１画素分、第１方向に移動し
た境界を検出する検出手段と、検出手段によって検出さ
れた境界が第２方向に連続する第１境界および第２境界
を含む場合、第１境界および第２境界が、連続する３つ
のフレームで少なくとも２画素分、第１方向に移動し、
第１境界が移動するフレームと第２境界が移動するフレ
ームとが異なるように、映像信号を変換する変換手段と
、複数の画素に印加する電圧を制御するための信号を、
変換手段により変換された映像信号に応じて出力する出
力手段とを有する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向および第２方向に２次元的に配置された複数の画素の階調値を含み、フレーム
に区分された映像を示す映像信号から、前記第１方向に隣接する２つの画素の階調値の差
がしきい値以上であり、連続する２つのフレームで１画素分、前記第１方向に移動した境
界を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって検出された境界が前記第２方向に連続する第１境界および第２境
界を含む場合、前記第１境界および前記第２境界が、連続する３つのフレームで少なくと
も２画素分、前記第１方向に移動し、前記第１境界が移動するフレームと前記第２境界が
移動するフレームとが異なるように、前記映像信号を変換する変換手段と、
　前記複数の画素に印加する電圧を制御するための信号を、前記変換手段により変換され
た映像信号に応じて出力する出力手段と
　を有する制御装置。
【請求項２】
　前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームにおいて、移動した前記第１境界が
通り過ぎた画素の階調値を、前記第１境界の両隣りの２つ画素の階調値の中間階調に、前
記第２境界が移動するフレームにおいて、移動した前記第２境界が通り過ぎた画素の階調
値を、前記第２境界の両隣りの２つ画素の階調値の中間階調に、それぞれ変換する
　ことを特徴とする請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームと前記第２境界が移動するフレーム
とを２フレーム毎に切り替える
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記映像信号のうち、第ｋフレームのデータが処理されるときに第（ｋ－１）フレーム
のデータを記憶する第１記憶手段と、
　前記映像信号の第（ｋ－２）フレームにおける前記境界の特定に用いられるデータを記
憶する第２記憶手段と
　を有し、
　前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームにおいては、前記第１境界の両隣り
の２つの画素を含み前記第２境界の両隣りの２つの画素を含まない画素群のデータを、前
記第１記憶手段に記憶されているデータに置き換え、
　前記第２境界が移動するフレームにおいては、前記第２境界の両隣りの２つの画素を含
み前記第１境界の両隣りの２つの画素を含まない画素群のデータを、第ｋフレームのデー
タに置き換える
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の制御装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか一項に記載の制御装置と、
　前記電気光学素子と
　を有する電気光学装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の電気光学装置を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学装置における表示上の不具合を低減する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネル等の電気光学装置は、一定の間隙に保たれた一対の基板によって電気光学素
子を挟持している。電気光学素子は、理想的には、一方の基板に設けられた電極と他方の
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基板に設けられた電極との電位差（縦方向の電界）により、光学状態（透過率または反射
率）が制御される。しかし、ある条件で、隣接する２つの画素間において、一方の基板に
設けられた２つの電極間の電位差（横方向の電界）により、光学状態が変化してしまう場
合がある。このような横方向の電界による光学状態の変化は、例えば液晶分子の配向不良
（リバースチルトドメイン）を発生させる場合がある。リバースチルドメインは、表示上
の不具合を起こす可能性がある。特に、動画において顕在化する不具合を動画ドメインと
いう。特許文献１は、リバースチルトドメインを低減する目的で、隣接する２つの画素の
電位差を低減するために、電気光学素子への印加電圧を補正することを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－５３４１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、量産される液晶パネルに対して、印加電圧の補正によりリバースチルトドメイ
ンを低減しようとすると、液晶パネルの特性のばらつきに応じて、補正電圧を個別に調整
する必要がある場合があった。
　これに対し本発明は、個別に調整された補正電圧を用いずに、動画ドメインの発生を抑
制する技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、第１方向および第２方向に２次元的に配置された複数の画素の階調値を含み
、フレームに区分された映像を示す映像信号から、前記第１方向に隣接する２つの画素の
階調値の差がしきい値以上であり、連続する２つのフレームで１画素分、前記第１方向に
移動した境界を検出する検出手段と、前記検出手段によって検出された境界が前記第２方
向に連続する第１境界および第２境界を含む場合、前記第１境界および前記第２境界が、
連続する３つのフレームで少なくとも２画素分、前記第１方向に移動し、前記第１境界が
移動するフレームと前記第２境界が移動するフレームとが異なるように、前記映像信号を
変換する変換手段と、前記複数の画素に印加する電圧を制御するための信号を、前記変換
手段により変換された映像信号に応じて出力する出力手段とを有する制御装置を提供する
。
　この制御装置によれば、第１方向における動画ドメインの発生が抑制される。
【０００６】
　好ましい態様において、前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームにおいて、
移動した前記第１境界が通り過ぎた画素の階調値を、前記第１境界の両隣りの２つ画素の
階調値の中間階調に、前記第２境界が移動するフレームにおいて、移動した前記第２境界
が通り過ぎた画素の階調値を、前記第２境界の両隣りの２つ画素の階調値の中間階調に、
それぞれ変換してもよい。
　この制御装置によれば、中間階調を用いない場合と比較して、より境界が滑らかに視認
される画像を表示することができる。
【０００７】
　別の好ましい態様において、前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームと前記
第２境界が移動するフレームとを２フレーム毎に切り替えてもよい。
　この制御装置によれば、第１境界が移動するフレームと第２境界が移動するフレームと
が１フレーム毎に切り替えられる場合と比較して、移動する境界の偏りを低減することが
できる。
【０００８】
　さらに別の好ましい態様において、この制御装置は、前記映像信号のうち、第ｋフレー
ムのデータが処理されるときに第（ｋ－１）フレームのデータを記憶する第１記憶手段と
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、前記映像信号の第（ｋ－２）フレームにおける前記境界の特定に用いられるデータを記
憶する第２記憶手段とを有し、前記変換手段は、前記第１境界が移動するフレームにおい
ては、前記第１境界の両隣りの２つの画素を含み前記第２境界の両隣りの２つの画素を含
まない画素群のデータを、前記第１記憶手段に記憶されているデータに置き換え、前記第
２境界が移動するフレームにおいては、前記第２境界の両隣りの２つの画素を含み前記第
１境界の両隣りの２つの画素を含まない画素群のデータを、第ｋフレームのデータに置き
換えてもよい。
　この制御装置によれば、第１境界が移動するフレームと第２境界が移動するフレームと
を異ならせることができる。
【０００９】
　また、本発明は、上記の制御装置と、前記電気光学素子とを有する電気光学装置を提供
する。
　この電気光学装置によれば、第１方向における動画ドメインの発生が抑制される。
【００１０】
　さらに、本発明は、上記の電気光学装置を有する電子機器を提供する。
　この電子機器によれば、第１方向における動画ドメインの発生が抑制される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】一実施形態に係る液晶表示装置１の構成を示すブロック図。
【図２】画素１１１の等価回路を示す図。
【図３】走査信号Ｙｉおよびデータ信号Ｖｘのタイミングチャートを例示する図。
【図４】液晶素子１２０におけるＶ－Ｔ特性を例示する図。
【図５】リバースチルトドメインに起因する表示上の不具合を例示する図。
【図６】映像処理回路３０の機能構成を示す図。
【図７】映像処理回路３０の動作を示すフローチャート。
【図８】リスク境界の検出例を説明する図。
【図９】図７の処理の具体例を示す図。
【図１０】変形例１に係る映像処理回路３０の動作を示すフローチャート。
【図１１】図１０の処理の具体例を示す図。
【図１２】変形例２に係る映像処理回路３０の動作を示すフローチャート。
【図１３】リスク境界が掃いた画素を例示する図。
【図１４】図１２の処理の具体例を示す図。
【図１５】変形例３に係る処理の例を示す図。
【図１６】変形例４に係る映像処理回路３０の構成を示す図。
【図１７】変形例５に係るプロジェクター２１００の構成を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
１．構成
　図１は、一実施形態に係る液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。液晶表示装
置１は、制御回路１０と、液晶パネル１００と、走査線駆動回路１３０と、データ線駆動
回路１４０とを有する。液晶表示装置１は、上位装置から供給される映像信号Ｖｉｄ－ｉ
ｎにより示される画像を、同期信号Ｓｙｎｃに基づいたタイミングで、液晶パネル１００
に表示する装置である。
【００１３】
　液晶パネル１００は、供給される信号に応じた画像を表示する装置である。液晶パネル
１００は、表示領域１０１を有する。表示領域１０１には、複数の画素１１１が配置され
ている。この例では、ｍ行ｎ列の画素１１１がマトリクス状に配置されている。液晶パネ
ル１００は、素子基板１００ａと、対向基板１００ｂと、液晶層１０５とを有する。素子
基板１００ａおよび対向基板１００ｂは一定の間隔を保って貼り合わせられている。素子
基板１００ａおよび対向基板１００ｂの間隙には、液晶層１０５が挟まれている。素子基
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板１００ａには、ｍ行の走査線１１２およびｎ本のデータ線１１４が設けられている。走
査線１１２およびデータ線１１４は、対向基板１００ｂと対向する面に設けられている。
走査線１１２とデータ線１１４とは、電気的に絶縁されている。走査線１１２とデータ線
１１４との交差に対応して、画素１１１が設けられている。液晶パネル１００は、ｍ×ｎ
個の画素１１１を有する。画素１１１の各々に対応して、素子基板１００ａには、個別の
画素電極１１８およびＴＦＴ１１６が設けられている。以下において、複数の走査線１１
２を区別する場合には、図１において上から順に、第１、第２、第３、…、第（ｍ－１）
、第ｍ行の走査線１１２という。同様に、複数のデータ線１１４を区別する場合には、図
１において左から順に、第１、第２、第３、…、第（ｎ－１）、第ｎ列のデータ線１１４
という。なお、図１において、素子基板１００ａの対向面は紙面裏側であるので、この対
向面に設けられる走査線１１２、データ線１１４、ＴＦＴ１１６および画素電極１１８に
ついては破線で示すべきであるが、見難くなるので、それぞれ実線で示している。
【００１４】
　対向基板１００ｂには、コモン電極１０８が設けられている。コモン電極１０８は、素
子基板１００ａと対向する面に設けられている。コモン電極１０８は、すべての画素１１
１について共通である。すなわち、コモン電極１０８は、対向基板１００ｂのほぼ全面に
わたって設けられている、いわゆるベタ電極である。
【００１５】
　図２は、画素１１１の等価回路を示す図である。画素１１１は、ＴＦＴ１１６と、液晶
素子１２０と、容量素子１２５とを有する。ＴＦＴ１１６は、液晶素子１２０への電圧の
印加を制御するスイッチング手段の一例であり、この例ではｎチャネル型の電界効果トラ
ンジスターである。液晶素子１２０は、印加される電圧に応じて光学状態が変化する素子
である。この例で、液晶パネル１００は透過型の液晶パネルであり、変化する光学状態は
透過率である。液晶素子１２０は、画素電極１１８、液晶層１０５、およびコモン電極１
０８を有する。第ｉ行第ｊ列の画素１１１において、ＴＦＴ１１６のゲートおよびソース
は、それぞれ、第ｉ行の走査線１１２および第ｊ列のデータ線１１４に接続されている。
ＴＦＴ１１６のドレインは、画素電極１１８に接続されている。容量素子１２５は、画素
電極１１８に書き込まれた電圧を保持する素子である。容量素子１２５の一端は画素電極
１１８に接続されており、他端は容量線１１５に接続されている。
【００１６】
　第ｉ行の走査線１１２にＨレベルの電圧を示す信号が入力されると、ＴＦＴ１１６のソ
ース・ドレイン間は導通する。ＴＦＴ１１６のソース・ドレイン間が導通すると、画素電
極１１８は、（ＴＦＴ１１６のソース・ドレイン間のオン抵抗を無視すれば）第ｊ列のデ
ータ線１１４と同電位になる。第ｊ列のデータ線１１４には、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎに応
じて、第ｉ行第ｊ列の画素１１１の階調値に応じた電圧（以下、「データ電圧」といい、
データ電圧を示す信号を「データ信号」という）が印加される。コモン電極１０８には、
図示しない回路により、共通電位ＬＣｃｏｍが与えられる。容量線１１５には、図示しな
い回路により、時間的に一定の電位Ｖｃｏｍ（この例では、Ｖｃｏｍ＝ＬＣｃｏｍ）が与
えられる。すなわち、液晶素子１２０には、データ電圧と共通電位ＬＣｃｏｍとの差に応
じた電圧が印加される。以下、液晶層１０５がＶＡ（Vertical Alignment）型であり、電
圧無印加時において液晶素子１２０の階調が黒状態となるノーマリーブラックモードであ
る例を用いて説明する。なお、特に説明しない限り、図示を省略した接地電位を電圧の基
準（０Ｖ）とする。
【００１７】
　再び図１を参照する。制御回路１０は、走査線駆動回路１３０およびデータ線駆動回路
１４０を制御するための信号を出力する制御装置である。制御回路１０は走査制御回路２
０および映像処理回路３０を有する。走査制御回路２０は、同期信号Ｓｙｎｃに基づいて
、制御信号Ｘｃｔｒ、制御信号Ｙｃｔｒ、および制御信号Ｉｃｔｒを生成し、生成した信
号を出力する。制御信号Ｘｃｔｒは、データ線駆動回路１４０を制御するための信号であ
り、例えば、データ信号を供給するタイミング（水平走査期間の始期）を示す。制御信号
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Ｙｃｔｒは、走査線駆動回路１３０を制御するための信号であり、例えば、走査信号を供
給するタイミング（垂直走査期間の始期）を示す。制御信号Ｉｃｔｒは、映像処理回路３
０を制御するための信号であり、例えば、信号処理のタイミングを示す。映像処理回路３
０は、デジタル信号である映像信号Ｖｉｄ－ｉｎを、制御信号Ｉｃｔｒにより示されるタ
イミングで処理して、アナログ信号であるデータ信号Ｖｘとして出力する。映像信号Ｖｉ
ｄ－ｉｎは、画素１１１の階調値をそれぞれ指定するデジタルデータである。このデジタ
ルデータにより示される階調値は、同期信号Ｓｙｎｃに含まれる垂直走査信号、水平走査
信号およびドットクロック信号に従った順番で、データ信号Ｖｘにより供給される。
【００１８】
　走査線駆動回路１３０は、制御信号Ｙｃｔｒに従って、走査信号Ｙを出力する回路であ
る。第ｉ行の走査線１１２に供給される走査信号を、走査信号Ｙｉという。この例で、走
査信号Ｙｉは、ｍ本の走査線１１２の中から一の走査線１１２を順次排他的に選択するた
めの信号である。走査信号Ｙｉは、選択される走査線１１２に対しては選択電圧（Ｈレベ
ル）となり、それ以外の走査線１１２に対しては非選択電圧（レベル）となる信号である
。なお、一の走査線１１２を順次排他的に選択される駆動に代わり、複数の走査線１１２
が同時に選択される、いわゆるＭＬＳ（Multiple Line Selection）駆動が用いられても
よい。
【００１９】
　データ線駆動回路１４０は、制御信号Ｘｃｔｒに従って、データ信号Ｖｘをサンプリン
グしてデータ信号Ｘを出力する回路である。第ｊ列のデータ線１１４に供給されるデータ
信号を、データ信号Ｘｊという。
【００２０】
　図３は、走査信号Ｙｉおよびデータ信号Ｖｘのタイミングチャートを例示する図である
。走査信号Ｙｉは、順次排他的にＨレベルとなる信号である。液晶パネル１００において
、１コマの画像を表示させる期間を「フレーム」という。すなわち、走査信号Ｙ１がＨレ
ベルになってから、次にまた走査信号Ｙ１がＨレベルになるまでの期間がフレームである
。例えば、同期信号Ｓｙｎｃに含まれる垂直走査信号の周波数が６０Ｈｚであれば、フレ
ームは１６．７ミリ秒である。また、一の走査線１１２が選択されている期間を「水平走
査期間（Ｈ）」という。図３は、第１行のデータ信号Ｖｘを例示している。この例では、
フレーム毎にデータ電圧の極性が反転する。正極性のデータ電圧が印加されるフレーム（
「正極性書き込み」）において、データ信号Ｖｘは、基準電圧Ｖｃｎｔに対し、各画素の
階調値に応じた分、高位の電圧を示す。負極性のデータ電圧が印加されるフレーム（「負
極性書き込み」）において、データ信号Ｖｘは、基準電圧Ｖｃｎｔに対し、各画素の階調
値に応じた分、低位の電圧を示す。データ信号Ｖｘの電圧は、正極性のフレームにおいて
は、白に相当する電圧Ｖｗ（＋）から黒に相当する電圧Ｖｂ（＋）までの範囲にあり、負
極性のフレームにおいては、白に相当する電圧Ｖｗ（－）から黒に相当する電圧Ｖｂ（－
）までの範囲にある。電圧Ｖｗ（＋）および電圧Ｖｗ（－）は、電圧Ｖｃｎｔを中心に互
いに対称の関係にある。電圧Ｖｂ（＋）およびＶｂ（－）についても電圧Ｖｃｎｔを中心
に互いに対称の関係にある。なお、データ信号Ｖｘの電圧波形は、液晶素子１２０に印加
される電圧（画素電極１１８とコモン電極１０８との電位差）とは異なる。また、図３に
おけるデータ信号Ｖｘの電圧の縦スケールは、（ａ）における走査信号等の電圧波形と比
較して拡大してある。
【００２１】
　図４は、液晶素子１２０における印加電圧と透過率との関係（Ｖ－Ｔ特性）を例示する
図である。液晶素子１２０を、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎで指定された階調値に応じた透過率
とさせるには、階調値に応じた電圧を液晶素子１２０に印加すればよい。しかし、液晶素
子１２０においては、ある条件の下で、いわゆるリバースチルトドメインに起因する表示
上の不具合が発生してしまう場合がある。この不具合は、液晶分子が不安定な状態にある
ときに、横電界の影響を受けて乱れる結果、印加電圧に応じた配向状態になりにくくなる
ことが原因の１つとして考えられている。「横電界」とは、ある画素１１１における画素
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電極１１８と、他の（例えば隣接する）画素１１１における画素電極１１８との間の電界
をいう。
【００２２】
　液晶分子の「不安定な状態」とは、例えば、液晶素子１２０に印加される電圧が図４の
電圧範囲Ａにあるときをいう。電圧範囲Ａは、黒レベルの電圧Ｖｂｋ以上であってしきい
値Ｖｔｈ１を下回る範囲である。しきい値Ｖｔｈ１は、相対透過率が１０％となる電圧に
相当する。電圧範囲Ａにおいては、縦電界（画素電極１１８とコモン電極１０８との間の
電界）による規制力（液晶分子の配向を決める力）が配向膜による規制力よりもわずかに
上回る程度であるため、液晶分子の配向状態が乱れやすい。電圧範囲Ａに対応する透過率
の範囲（階調の範囲）を「階調範囲ａ」という。
【００２３】
　液晶分子が「横電界の影響を受ける場合」とは、隣接する画素電極１１８間の電位差が
あるしきい値よりも大きい場合をいう。これは、表示しようとする画像において黒画素と
白画素とが隣接する場合である。「黒画素」とは、黒レベルまたは黒レベルに近い階調の
画素をいう。より具体的には、印加電圧が電圧範囲Ａにある液晶素子１２０を有する画素
１１１である。「白画素」とは、白レベルまたは白レベルに近い階調の画素をいう。より
具体的には、印加電圧が電圧範囲Ｂにある液晶素子１２０を有する画素１１１である。電
圧範囲Ｂは、しきい値Ｖｔｈ２以上であって、白レベル電圧Ｖｗｔ以下の範囲である。し
きい値Ｖｔｈ２は、例えば、相対透過率が９０％となる電圧に相当する。電圧範囲Ｂに対
応する透過率の範囲を「階調範囲ｂ」という。
【００２４】
　階調値が階調範囲ａにある画素１１１は、階調値が階調範囲ｂにある画素１１１に隣接
したときに、横電界を受けてリバースチルトドメインが発生しやすい状況にあるといえる
。なお、階調値が階調範囲ｂにある画素１１１は、階調値が階調範囲ａにある画素１１１
に隣接しても、縦電界の影響が支配的であり安定状態にあるので、リバースチルトドメイ
ンが発生することはない。
【００２５】
　図５は、リバースチルトドメインに起因する表示上の不具合を例示する図である。図５
は、ある行の（一部の）画素１１１について、第ｋフレームから第（ｋ＋３）フレームに
おいて表示される像を示している。この例で、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎで示される画像は、
白画素を背景として黒画素の領域が１フレームに１画素ずつ左方向に移動する画像である
。このとき、黒画素から白画素に変化すべき画素が、リバースチルトドメインの発生によ
って白画素にならない、という一種の尾引き現象が顕在化する（視認される程度に発生す
る）。以下、動画において尾引き現象が見られる領域を、「動画ドメイン」という。動画
ドメインは、以下の２つの条件が満たされることにより発生すると考えられる。
（１）白画素と黒画素との境界が存在する。すなわち、白画素と黒画素とが隣接する。
（２）白画素と黒画素との境界が、１画素ぶん移動する。
すなわち、黒画素においてリバースチルトドメインが発生しやすくなり、かつ、この状態
の画素が、黒画素の領域の移動に伴って連続的に発生することにより、尾引き現象が顕在
化すると考えられる。なお、白画素を背景として黒画素の領域がフレーム毎に２画素以上
ずつ移動する場合、この尾引き現象は顕在化しない（または視認されにくい）。これは、
上記の条件（２）が満たされていないためである。
【００２６】
　図６は、映像処理回路３０の機能構成を示す図である。映像処理回路３０は、境界検出
部３２と、変換部３３と、出力部３４とを有する。境界検出部３２（検出手段の一例）は
、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎから、リスク境界を検出する。既に説明したように、映像信号Ｖ
ｉｄ－ｉｎは、フレームに区分された映像（静止画の集合）を示す信号である。各フレー
ムの映像は、行方向（第１方向の一例）および列方向（第２方向の一例）に２次元的に配
置された複数の画素１１１の階調値により示される。「リスク境界」とは、行方向におい
て隣接する２つの画素１１１の境界のうち、この２つの画素１１１の階調値の差（印加電
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圧の差）がしきい値以上であって、連続する２つのフレームで１画素分、行方向に移動し
た境界をいう。変換部３３（変換手段の一例）は、境界検出部３２によって検出された境
界が列方向に連続する第１境界（例えば奇数行の境界）および第２境界（例えば偶数行の
境界）を含む場合、第１境界および第２境界が、連続する３つのフレームで少なくとも２
画素（この例では２画素）分、行方向に移動するように、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎにより示
される映像を変換する。すなわち、変換部３３は、１フレーム毎に１画素分、移動する境
界を、２フレーム毎に２画素分、移動する境界に変換している。ここで、変換部３３は、
第１境界が移動するフレームと第２境界が移動するフレームとが異なるように（すなわち
、隣接する２つの行の境界が、１フレームおきに交互に移動するように）、映像信号を変
換する。出力部３４は、液晶パネル１００（電気光学素子の一例）に印加する電圧を制御
するためのデータ信号Ｖｘを、変換部３３により変換された映像信号に応じて出力する。
出力部３４は、例えば、デジタルデータを示す映像信号Ｖｉｄ－ｉｎを、アナログのデー
タ信号Ｖｘに変換するＤＡ変換器を含む。
【００２７】
　この例で、映像処理回路３０は、さらに、フレームメモリー３５と、フレームメモリー
３６と、フレームメモリー３７と、ＶＲＡＭ（Video Random Access Memory）３８とを有
する。フレームメモリー３５は、現フレーム（第ｋフレーム）の映像のデータを記憶する
。フレームメモリー３６は、前（第（ｋ－１）フレーム）の映像のデータを記憶する。フ
レームメモリー３７は、前フレームにおいて検出されたリスク境界のデータ（リスク境界
の特定に用いられるデータの一例）を記憶する。ＶＲＡＭ３８は、液晶パネル１００に表
示される画像（液晶パネル１００に書き込まれるデータ）を記憶する。この例で、変換部
３３は、第１境界が移動するフレームにおいては、ＶＲＡＭ３８はのデータのうち、第１
境界の両隣りの２つの画素を含み第２境界の両隣りの２つの画素を含まない画素群（例え
ば奇数行）のデータをフレームメモリー３６に記憶されているデータに置き換える。また
、変換部３３は、第２境界が移動するフレームにおいては、ＶＲＡＭ３８はのデータのう
ち、第２境界の両隣りの２つの画素を含み第１境界の両隣りの２つの画素を含まない画素
群（例えば偶数行）のデータをフレームメモリー３５に記憶されているデータに置き換え
る。
【００２８】
　映像処理回路３０は、さらに、フラグを記憶するためのレジスターを有している（図示
略）。このフラグは、ＶＲＡＭ３８のデータのうち、データの書き換えを行う画素群（例
えば奇数行が偶数行か）を特定するための情報である。この例で、フラグの値は「０」お
よび「１」の２値のいずれかの値をとる。例えば、フラグの値が「０」のとき、奇数行の
データが書き換えられる。フラグの値が「１」のとき、偶数行のデータが書き換えられる
。
【００２９】
２．動作
　図７は、映像処理回路３０の動作を示すフローチャートである。いま、第ｋフレームの
画像が処理の対象となっている場合を考える。図７のフローは、例えば、新たなフレーム
（第ｋフレーム）の始期を示す信号が走査制御回路２０から入力されたことを契機として
開始される。
【００３０】
　ステップＳ１００において、映像処理回路３０は、フレームメモリーに記憶されている
データを更新する。図７のフローが開始される直前において、フレームメモリー３５には
第（ｋ－１）フレームのデータが記憶されており、フレームメモリー３６には第（ｋ－２
）フレームのデータが記憶されている。また、フレームメモリー３７には、第（ｋ－１）
フレームにおけるリスク境界の位置が記憶されている。フレームメモリー３７において、
リスク境界の位置は、例えば、リスク境界の両隣りの白画素および黒画素のうち、黒画素
の位置として記憶される。この状態で、境界検出部３２は、フレームメモリー３５に記憶
されているデータを読み出し、読み出したデータをフレームメモリー３６に書き込む。ま
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た、境界検出部３２は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎにより示される第ｋフレームのデータを、
フレームメモリー３５に書き込む。ステップＳ１００の処理が完了したとき、フレームメ
モリー３５には第ｋフレームのデータが記憶されており、フレームメモリー３６には第（
ｋ－１）フレームのデータが記憶されている。また、フレームメモリー３には、第（ｋ－
１）フレームにおけるリスク境界の位置が記憶されている。
【００３１】
　ステップＳ１０１において、境界検出部３２は、現フレームの画像および前フレームの
画像から、リスク境界を検出する。リスク境界の検出は、例えば以下のように行われる。
境界検出部３２は、現フレームの画像から、水平方向に隣接する白画素と黒画素との境界
を検出する。境界検出部３２は、検出された境界の、白画素側において隣接する境界が、
フレームメモリー３７において、白画素と黒画素との境界であったか判断する。
【００３２】
　図８は、リスク境界の検出例を説明する図である。この例では、簡単のため、ある行の
うち連続する４画素の階調のみが示されている。図８（ａ）の例では、現フレームにおい
て、左から数えて第１～第３画素が白画素であり、第４画素が黒画素である。白画素と黒
画素の境界は、第３画素と第４画素との間である（図８：Ｂ）。これに対し、前フレーム
において、第１画素および第２画素が白画素であり、第３画素および第４画素が黒画素で
ある。白画素と黒画素の境界は、第２画素と第３画素との間である（図８：Ａ）。すなわ
ち、前フレームの境界は、現フレームの境界の、白画素（第３画素）側に隣接する境界で
ある。したがって、図８（ａ）における現フレームの境界はリスク境界であると判断され
る。別の例で、図８（ｂ）の例では、現フレームにおいて、左から数えて第１画素が白画
素であり、第２～第４画素が黒画素である。白画素と黒画素の境界は、第１画素と第２画
素との間である（図８：Ｄ）。これに対し、前フレームにおいて、第１画素および第２画
素が白画素であり、第３画素および第４画素が黒画素である。白画素と黒画素の境界は、
第２画素と第３画素との間である（図８：Ｃ）。すなわち、前フレームの境界は、現フレ
ームの境界の、黒画素（第２画素）側に隣接する境界である。したがって、図８（ｂ）に
おける現フレームの境界はリスク境界でない（非リスク境界である）と判断される。図８
から明らかなように、１画素分の移動前後の境界に挟まれた画素が黒画素から白画素に変
化している場合、移動した境界はリスク境界である。１画素分の移動前後の境界に挟まれ
た画素が白画素から黒画素に変化している場合、移動した境界は非リスク境界である。
【００３３】
　再び図７を参照する。ステップＳ１０２において、変換部３３は、検出されたリスク境
界が、決められた条件を満たすか判断する。この条件は、例えば、リスク境界が存在する
行がしきい値（例えば２）以上連続する、という条件である。この条件が満たされている
場合（Ｓ１０２：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ１０３に移行する。この条
件が満たされていない場合（Ｓ１０２：ＮＯ）、変換部３３は、処理をステップＳ１０６
に移行する。
【００３４】
　ステップＳ１０３において、変換部３３は、現フレーム（第ｋフレーム）が偶数フレー
ムであるか判断する（現フレームの偶奇を判断する）。現フレームの偶奇は、例えば、現
フレームにおいて印加されるデータ電圧の極性によって判断される。例えば、データ電圧
の極性が正極性である場合、奇数フレームであると判断され、データ電圧の極性が負極性
である場合、偶数フレームであると判断される。データ電圧の極性は、走査制御回路２０
から供給される制御信号Ｉｃｔｒにより示される。第ｋフレームが偶数フレームである場
合（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ１０４に移行する。第ｋフレ
ームが奇数フレームである場合（Ｓ１０３：ＮＯ）、変換部３３は、処理をステップＳ１
０５に移行する。
【００３５】
　ステップＳ１０４において、まず、変換部３３は、フラグの値を書き換える。すなわち
、フラグの値は２フレーム毎に書き換えられる。フラグは、２値のうち一方から他方の値
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に書き換えられる。例えば、フラグの値が「０」である場合、値は「１」に書き換えられ
る。「フラグの値が「１」である場合、値は「０」に書き換えられる。次に、変換部３３
は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのうち、フラグにより指定される行の
画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。フラグの値が「
０」の場合、変換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのうち、奇数
行の画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、
ＶＲＡＭ３８において、偶数行の画素のデータは書き替えられない。フラグの値が「１」
の場合、変換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのうち、偶数行の
画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、ＶＲ
ＡＭ３８において、奇数行の画素のデータは書き替えられない。
【００３６】
　ステップＳ１０５において、変換部３３は、フレームメモリー３５に記憶されているデ
ータのうち、フラグにより指定される行の画素のデータを読み出し、読み出したデータを
ＶＲＡＭ３８に書き込む。フラグの値が「０」の場合、変換部３３は、フレームメモリー
３５に記憶されているデータのうち、奇数行の画素のデータを読み出し、読み出したデー
タをＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、ＶＲＡＭ３８において、偶数行の画素のデータ
は書き替えられない。フラグの値が「１」の場合、変換部３３は、フレームメモリー３５
に記憶されているデータのうち、偶数行の画素のデータを読み出し、読み出したデータを
ＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、ＶＲＡＭ３８において、奇数行の画素のデータは書
き替えられない。
【００３７】
　ステップＳ１０６において、変換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデ
ータを読み出し、すべての画素のデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。ステップＳ１０４～
Ｓ１０６のいずれかの処理が終了すると、変換部３３は、処理をステップＳ１０７に移行
する。
【００３８】
　ステップＳ１０７において、境界検出部３２は、現フレームにおいて検出されたリスク
境界の位置を示すデータを、フレームメモリー３７に書き込む。
　ステップＳ１０８において、出力部３４は、ＶＲＡＭ３８に記憶されているデータによ
り示される階調値に応じた電圧を示す信号を、データ信号Ｖｘとして出力する。
　映像処理回路３０は、新たなフレームの始期を示す信号が入力されるたびに、ステップ
Ｓ１００～Ｓ１０７の処理を繰り返し実行する。
【００３９】
　図９は、図７の処理の具体例を示す図である。ここでは、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎにより
示される画像のうち、６行９列の画素の部分だけが例として示されている。一番左に示さ
れているのが、フレームメモリー３５に記憶されているデータ、すなわち、現フレームの
画像を示すデータである。左から２番目に示されているのが、フレームメモリー３６に記
憶されているデータ、すなわち、前フレームの画像を示すデータである。左から３番目に
示されているのが、フレームメモリー３７に記憶されているデータ、すなわち、前フレー
ムにおけるリスク境界の位置を示すデータである。この例で、リスク境界の位置は、リス
ク境界に隣接する黒画素の位置として記憶されている。一番右に示されているのが、ＶＲ
ＡＭ３８に記憶されているデータ、すなわち、液晶パネル１００に表示される画像（表示
画像）を示している。縦方向に並べられている複数の画像は、フレームの進行に伴う画像
の変化を示している。例えば、フレームメモリー３５の例として一番上に示されているの
が、第ｋフレームのデータであり、一番下に示されているのが、第（ｋ＋３）フレームの
データである。映像信号Ｖｉｄ－ｉｎは、白の領域を背景として、黒の領域が１フレーム
につき１画素ずつ右に移動する画像を示している。
【００４０】
　いま、第ｋフレームの画像に対する処理を考える。この例で、第ｋフレームについて処
理の処理を開始する時点でフラグの値は「０」である。第ｋフレームの画像において、リ
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スク境界が検出される（ステップＳ１０１）。これらのリスク境界は、決められた条件を
満たしている（Ｓ１０２：ＹＥＳ）。この例で、ｋは偶数である（Ｓ１０３：ＹＥＳ）。
したがって、フラグの値が「１」に書き換えられる。フラグの値が「１」であるので、前
フレームの偶数行のデータが、表示画像の偶数行のデータとして書き込まれる（Ｓ１０４
）。表示画像の横に記された記号＊は、その行のデータが書き替えられたことを示してい
る。
【００４１】
　次に、第（ｋ＋１）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋１）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ１０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ１０２：ＹＥＳ）。ｋが偶数であったので、（ｋ＋１）
は奇数である（Ｓ１０３：ＮＯ）。フラグの値が「１」であるので、現フレームの偶数行
のデータが、表示画像の偶数行のデータとして書き込まれる（Ｓ１０５）。
【００４２】
　次に、第（ｋ＋２）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋２）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ１０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ１０２：ＹＥＳ）。（ｋ＋２）は偶数である（Ｓ１０３
：ＹＥＳ）。したがって、フラグの値が「０」に書き換えられる。フラグの値が「０」で
あるので、前フレームの奇数行のデータが、表示画像の奇数行のデータとして書き込まれ
る（Ｓ１０４）。
【００４３】
　次に、第（ｋ＋３）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋３）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ１０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ１０２：ＹＥＳ）。（ｋ＋３）は奇数である（Ｓ１０３
：ＮＯ）。フラグの値が「０」であるので、現フレームの奇数行のデータが、表示画像の
奇数行のデータとして書き込まれる（Ｓ１０４）。
【００４４】
　以下、第（ｋ＋４）フレームおよび第（ｋ＋５）フレームにおいても同様に処理が行わ
れる。これらの処理によりＶＲＡＭ３８に書き込まれる画像（すなわち液晶パネル１００
に表示される画像）は、白の領域を背景として、黒の領域が、奇数行と偶数行とが交互に
、２フレーム毎に２画素ずつ右に移動する画像を示している。すなわち、映像処理回路３
０は、１フレーム毎に１画素ずつ境界が移動する画像を、２フレーム毎に２画素ずつ境界
が移動する画像（ただし、奇数行が移動するフレームと偶数行が移動するフレームとは異
なる）に変換したといえる。変換後の画像は、動画ドメインの発生条件（２）を満たして
いないので、動画ドメインが発生しない（または視認されにくい）。すなわち、映像処理
回路３０の処理により、動画ドメインの発生が抑制される。
【００４５】
３．他の実施形態
　本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、種々の変形実施が可能である。以
下、変形例をいくつか説明する。以下の変形例のうち、２つ以上のものが組み合わせて用
いられてもよい。
【００４６】
３－１．変形例１
　図１０は、変形例１に係る映像処理回路３０の動作を示すフローチャートである。映像
処理回路３０における画像変換処理の詳細は、実施形態で説明したものに限定されない。
変形例１において、１フレーム毎に１画素ずつ境界が移動する画像は、奇数行と偶数行と
は区別されず、すべての行について、２フレーム毎に２画素ずつ境界が移動する画像に変
換される。変形例１において、書き換えを行う行を特定するためのフラグは用いられない
。また、変形例１において、フレームメモリー３６も用いられない。
【００４７】
　ステップＳ２００において、境界検出部３２は、フレームメモリーに記憶されているデ
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ータを更新する。ステップＳ２０１において、検出部３２は、第ｋフレームの画像および
第（ｋ－１）フレームの画像から、リスク境界を検出する。ステップＳ２０２において、
変換部３３は、検出されたリスク境界が、決められた条件を満たすか判断する。この条件
が満たされている場合（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ２０３に
移行する。この条件が満たされていない場合（Ｓ２０２：ＮＯ）、変換部３３は、処理を
ステップＳ２０４に移行する。ステップＳ２００～Ｓ２０２の処理は、ステップＳ１００
～Ｓ１０２の処理と同様に行われる。
【００４８】
　ステップＳ２０３において、変換部３３は、現フレーム（第ｋフレーム）が偶数フレー
ムであるか（現フレームの偶奇）を判断する。第ｋフレームが偶数フレームである場合（
Ｓ２０３：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ２０４に移行する。第ｋフレーム
が奇数フレームである場合（Ｓ２０３：ＮＯ）、変換部３３は、処理をステップＳ２０５
に移行する。
【００４９】
　ステップＳ２０４において、変換部３３は、フレームメモリー３５に記憶されているデ
ータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。ＶＲＡＭ３８において、
すべての行のデータが書き替えられる。
　ステップＳ２０５において、変換部３３は、ＶＲＡＭ３８の書き替えは行わない。
　ステップＳ２０４またはＳ２０５の処理が終了すると、映像処理回路３０は、処理をス
テップＳ２０６に移行する。
【００５０】
　ステップＳ２０６において、境界検出部３２は、現フレームにおいて検出されたリスク
境界の位置を示すデータを、フレームメモリー３７に書き込む。ステップＳ２０７におい
て、出力部３４は、ＶＲＡＭ３８に記憶されているデータにより示される階調値に応じた
電圧を示す信号を、データ信号Ｖｘとして出力する。映像処理回路３０は、新たなフレー
ムが開始されるたびに、ステップＳ２００～Ｓ２０６の処理を繰り返し実行する。
【００５１】
　図１１は、図１０の処理の具体例を示す図である。ここでは、図９の例と同様、映像信
号Ｖｉｄ－ｉｎにより示される画像のうち、６行１０列の画素の部分だけが例として示さ
れている。映像信号Ｖｉｄ－ｉｎが示す画像は、図９の例と同じである。なお、変形例１
においてフレームメモリー３６は用いられないが、参考のため、前フレームの画像が図示
されている。
【００５２】
　いま、第ｋフレームの画像に対する処理を考える。第ｋフレームの画像において、リス
ク境界が検出される（ステップＳ２０１）。これらのリスク境界は、決められた条件を満
たしている（Ｓ２０２：ＹＥＳ）。この例で、ｋは偶数である（Ｓ２０３：ＹＥＳ）。し
たがって、現フレームのすべての行のデータが、表示画像に書き込まれる（Ｓ２０４）。
表示画像の横に記された記号＊は、その行のデータが書き替えられたことを示している。
【００５３】
　次に、第（ｋ＋１）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋１）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ２０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ２０２：ＹＥＳ）。ｋが偶数であったので、（ｋ＋１）
は奇数である（Ｓ２０３：ＮＯ）。したがって、表示画像のデータは書き替えられない（
Ｓ２０５）。
【００５４】
　以下、第（ｋ＋２）フレーム以降のフレームにおいても同様に処理が行われる。これら
の処理によりＶＲＡＭ３８に書き込まれる画像（すなわち液晶パネル１００に表示される
画像）は、白の領域を背景として、黒の領域が、２フレーム毎に２画素ずつ右に移動する
画像を示している。すなわち、映像処理回路３０は、１フレーム毎に１画素ずつ境界が移
動する画像を、２フレーム毎に２画素ずつ境界が移動する画像に変換したといえる。変換
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後の画像は、動画ドメインの発生条件（２）を満たしていないので、動画ドメインが発生
しない（または視認されにくい）。すなわち、映像処理回路３０の処理により、動画ドメ
インの発生が抑制される。
【００５５】
３－２．変形例２
　図１２は、変形例２に係る映像処理回路３０の動作を示すフローチャートである。変形
例２において、実施形態で説明した変換処理に加え、さらに、移動前の境界と移動後の境
界に挟まれた画素の階調が中間階調に変換される。
【００５６】
　ステップＳ３００において、境界検出部３２は、フレームメモリーに記憶されているデ
ータを更新する。ステップＳ３０１において、境界検出部３２は、第ｋフレームの画像お
よび第（ｋ－１）フレームの画像から、リスク境界を検出する。ステップＳ３０２におい
て、変換部３３は、検出されたリスク境界が、決められた条件を満たすか判断する。この
条件が満たされている場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ３０
３に移行する。この条件が満たされていない場合（Ｓ３０２：ＮＯ）、変換部３３は、処
理をステップＳ３０６に移行する。ステップＳ３００～Ｓ３０２の処理は、ステップＳ１
００～Ｓ１０２の処理と同様に行われる。
【００５７】
　ステップＳ３０３において、変換部３３は、現フレーム（第ｋフレーム）が偶数フレー
ムであるか（現フレームの偶奇）を判断する。第ｋフレームが偶数フレームである場合（
Ｓ３０３：ＹＥＳ）、変換部３３は、処理をステップＳ３０４に移行する。第ｋフレーム
が奇数フレームである場合（Ｓ３０３：ＮＯ）、変換部３３は、処理をステップＳ３０５
に移行する。
【００５８】
　ステップＳ３０４において、変換部３３は、まず、フラグの値を書き換える。次に、変
換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのうち、フラグにより指定さ
れる行の画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。フラグ
の値が「０」の場合、変換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのう
ち、奇数行の画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。こ
の場合、ＶＲＡＭ３８において、偶数行の画素のデータは書き替えられない。フラグの値
が「１」の場合、変換部３３は、フレームメモリー３６に記憶されているデータのうち、
偶数行の画素のデータを読み出し、読み出したデータをＶＲＡＭ３８に書き込む。この場
合、ＶＲＡＭ３８において、奇数行の画素のデータは書き替えられない。
【００５９】
　ステップＳ３０５において、変換部３３は、フレームメモリー３５に記憶されているデ
ータのうち、フラグにより指定される行の画素のデータを読み出し、読み出したデータを
ＶＲＡＭ３８に書き込む。フラグの値が「０」の場合、変換部３３は、フレームメモリー
３５に記憶されているデータのうち、奇数行の画素のデータを読み出し、読み出したデー
タをＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、ＶＲＡＭ３８において、偶数行の画素のデータ
は書き替えられない。フラグの値が「１」の場合、変換部３３は、フレームメモリー３５
に記憶されているデータのうち、偶数行の画素のデータを読み出し、読み出したデータを
ＶＲＡＭ３８に書き込む。この場合、ＶＲＡＭ３８において、奇数行の画素のデータは書
き替えられない。ステップＳ３０４またはＳ３０５の処理が終了すると、変換部３３は、
処理をステップＳ３０７に移行する。
【００６０】
　ステップＳ３０７において、変換部３３は、書き換えられた行において、リスク境界が
掃いた画素の階調値を中間階調に書き換える。中間階調とは、白画素の階調値と黒画素の
階調値との間の階調をいう。中間階調の階調値は、あらかじめ決められている。あるいは
、白画素の階調値と黒画素の階調値との平均値等、白画素および黒画素の階調値に応じて
決められる階調値が、中間階調として用いられてもよい。
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【００６１】
　図１３は、リスク境界が掃いた画素を例示する図である。ここでは説明のため、表示画
像のある行において連続する５画素が図示されている。前フレームにおいて、左から数え
て第１画素および第２画素が白画素であり、第３～第５画素が黒画素である。白画素と黒
画素との境界は、第２画素と第３画素との間（図１３：Ｅ）である。現フレームにおいて
、第１～第４画素が白画素であり、第５画素が黒画素である。白画素と黒画素との境界は
、第４画素と第５画素との間（図１３：Ｆ）である。「リスク境界が掃いた画素」とは、
表示画像における前フレームの境界と現フレームの境界とで挟まれた画素をいう。図１３
の例では、境界Ｅと境界Ｆとで挟まれた２つの画素が、「リスク境界が掃いた画素」であ
る。
【００６２】
　再び図１２を参照する。ステップＳ３０６において、変換部３３は、フレームメモリー
３６に記憶されているデータを読み出し、すべての画素のデータをＶＲＡＭ３８に書き込
む。ステップＳ３０６の処理が終了すると、変換部３３は、処理をステップＳ３０８に移
行する。
【００６３】
　ステップＳ３０７において、境界検出部３２は、現フレームにおいて検出されたリスク
境界の位置を示すデータを、フレームメモリー３７に書き込む。ステップＳ３０９におい
て、出力部３４は、ＶＲＡＭ３８に記憶されているデータにより示される階調値に応じた
電圧を示す信号を、データ信号Ｖｘとして出力する。映像処理回路３０は、新たなフレー
ムが開始されるたびに、ステップＳ３００～Ｓ３０９の処理を繰り返し実行する。
【００６４】
　図１４は、図１２の処理の具体例を示す図である。ここでは、図９の例と同様、映像信
号Ｖｉｄ－ｉｎにより示される画像のうち、６行９列の画素の部分だけが例として示され
ている。映像信号Ｖｉｄ－ｉｎが示す画像は、図９の例と同じである。
【００６５】
　いま、第ｋフレームの画像に対する処理を考える。この例で、第ｋフレームについて処
理の処理を開始する時点でフラグの値は「０」である。第ｋフレームの画像において、リ
スク境界が検出される（ステップＳ３０１）。これらのリスク境界は、決められた条件を
満たしている（Ｓ３０２：ＹＥＳ）。この例で、ｋは偶数である（Ｓ３０３：ＹＥＳ）。
したがって、フラグの値が「１」に書き換えられる。フラグの値が「１」であるので、前
フレームの偶数行のデータが、表示画像の偶数行のデータとして書き込まれる（Ｓ３０４
）。書き換えが行われた行において、リスク境界が掃いた画素が中間階調に書き換えられ
る（Ｓ３０６）。表示画像の横に記された記号＊は、その行のデータが書き替えられたこ
とを示している。
【００６６】
　次に、第（ｋ＋１）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋１）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ３０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ３０２：ＹＥＳ）。ｋが偶数であったので、（ｋ＋１）
は奇数である（Ｓ３０３：ＮＯ）。フラグの値が「１」であるので、現フレームの偶数行
のデータが、表示画像の偶数行のデータとして書き込まれる（Ｓ３０５）。書き換えが行
われた行において、リスク境界が掃いた画素が中間階調に書き換えられる（Ｓ３０６）。
【００６７】
　次に、第（ｋ＋２）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋２）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ３０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ３０２：ＹＥＳ）。（ｋ＋２）は偶数である（Ｓ３０３
：ＹＥＳ）。したがって、フラグの値が「０」に書き換えられる。フラグの値が「０」で
あるので、前フレームの奇数行のデータが、表示画像の奇数行のデータとして書き込まれ
る（Ｓ３０４）。書き換えが行われた行において、リスク境界が掃いた画素が中間階調に
書き換えられる（Ｓ３０６）。
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【００６８】
　次に、第（ｋ＋３）フレームの画像に対する処理を考える。第（ｋ＋３）フレームの画
像において、リスク境界が検出される（ステップＳ３０１）。これらのリスク境界は、決
められた条件を満たしている（Ｓ３０２：ＹＥＳ）。（ｋ＋３）は奇数である（Ｓ３０３
：ＮＯ）。フラグの値が「０」であるので、現フレームの奇数行のデータが、表示画像の
奇数行のデータとして書き込まれる（Ｓ３０４）。書き換えが行われた行において、リス
ク境界が掃いた画素が中間階調に書き換えられる（Ｓ３０６）。
【００６９】
　以下、第（ｋ＋４）フレーム以降のフレームにおいても同様に処理が行われる。これら
の処理によりＶＲＡＭ３８に書き込まれる画像（すなわち液晶パネル１００に表示される
画像）は、白の領域を背景として、黒の領域が、奇数行と偶数行とが交互に、２フレーム
毎に２画素ずつ右に移動する画像を示している。すなわち、映像処理回路３０は、１フレ
ーム毎に１画素ずつ境界が移動する画像を、２フレーム毎に２画素ずつ境界が移動する画
像（ただし、奇数行が移動するフレームと偶数行が移動するフレームとは異なる）に変換
したといえる。変換後の画像は、動画ドメインの発生条件（２）を満たしていないので、
動画ドメインが発生しない（または視認されにくい）。すなわち、映像処理回路３０の処
理により、動画ドメインの発生が抑制される。また、移動前後の境界で挟まれた画素には
中間階調が表示されるので、黒い領域の境界部分が滑らかな形状であるように視認されや
すくなる。
【００７０】
３－３．変形例３
　表示画像において奇数行が書き換えられるフレームと偶数行が書き換えられるフレーム
の順番は、実施形態で説明したものに限定されない。実施形態においては、奇数行が書き
換えられるフレームと偶数行が書き換えられるフレームとが２フレーム毎に切り替わる例
が説明された（図９等）。しかし、奇数行が書き換えられるフレームと偶数行が書き換え
られるフレームとを切り替えるタイミングは、２フレーム毎に限定されない。
【００７１】
　図１５は、変形例３に係る処理の例を示す図である。この例では、奇数行が書き換えら
れるフレームと偶数行が書き換えられるフレームとが１フレーム毎に切り替わっている。
変形例３に係る処理は、例えば図７のフローにおいて、ステップＳ１０４を、「表示画像
の偶数行のデータを前フレームのデータで書き換え」る処理で置き換え、ステップＳ１０
５を、「表示画像の奇数行のデータを現フレームのデータで書き換え」る処理で置き換え
ることにより実現される。この場合、書き換えを行う行を指定するためのフラグは不要で
あり、実施形態と比較して処理を簡略化することができる。一方で、奇数行が書き換えら
れるフレームと偶数行が書き換えられるフレームとが２フレーム毎に切り替わる例は、１
フレーム毎に切り替わる場合と比較して、移動する境界の偏りを低減することができる（
図１５では、常に奇数行の境界が偶数行の境界に先行して右に移動しているが、図９の例
では、奇数行が先行するパターンと偶数行が先行するパターンが交互に繰り返される）。
【００７２】
３－４．変形例４
　図１６は、変形例４に係る映像処理回路３０の構成を示す図である。映像処理回路３０
の構成は、実施形態で説明したものに限定されない。この例で、映像処理回路３０は、遅
延回路３１と、境界検出部３２と、変換部３３と、出力部３４と、フレームメモリー３７
とを有する。遅延回路３１は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎを蓄積して、所定時間（例えば１フ
レーム）経過後に読み出して映像信号Ｖｉｄ－ｄとして出力する回路である。遅延回路３
１は、ＦＩＦＯ（First In First Out）メモリーまたは多段のラッチ回路等を有する。遅
延回路３１における蓄積および読み出しは、走査制御回路２０からの制御信号Ｉｃｔｒに
より制御される。境界検出部３２は、現フレームにおけるリスク境界を検出する。フレー
ムメモリー３７は、前フレームにおけるリスク境界を特定するための情報を記憶する記憶
手段である。境界検出部３２は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎ（現フレームの画像を示している
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）および映像信号Ｖｉｄ－ｄ（前フレームの画像を示している）に基づいて、フレームメ
モリー３７を参照して、リスク境界を検出する。リスク境界の検出は、例えば以下のよう
に行われる。境界検出部３２は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎのうち対象となる行の画素につい
て、隣接する画素同士の階調値の差がしきい値以上である２つの画素を特定する。ここで
特定された２つの画素間の境界が、リスク境界の第１候補である。また、境界検出部３２
は、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎが示す階調値と映像信号Ｖｉｄ－ｄが示す階調値との差を計算
する。この差から、境界検出部３２は、黒画素から白画素に変化した画素を特定する。リ
スク境界の第１候補のうち、黒画素から白画素に変化した画素に隣接する境界が、リスク
境界の第２候補である。リスク境界の第２候補のうち、白画素側において隣接する境界が
前フレームにおけるリスク境界であったことがフレームメモリー３７により示される境界
が、リスク境界である。
【００７３】
　変換部３３は、境界検出部３２における検出結果に基づいて、映像信号Ｖｉｄ－ｏｕｔ
を生成する。この例で、変換部３３は、境界検出部３２において検出されたリスク境界が
所定の条件を満たした場合、リスク境界を、２フレームで２画素分、移動する境界に変換
する。この変換は、例えば、実施形態で説明した処理と同様に、フレーム番号の偶奇に応
じて、映像信号Ｖｉｄ－ｉｎおよび映像信号Ｖｉｄ－ｄのうちいずれかを選択して、映像
信号Ｖｉｄ－ｏｕｔとして出力することにより行われる。
【００７４】
　なお、境界検出部３２においてリスク境界を検出する具体的方法は、実施形態および変
形例４で説明したものに限定されない。リスク境界を検出できるのであれば、どのような
アルゴリズムまたは信号処理が、リスク境界の検出に用いられてもよい。リスク境界を検
出するための映像処理回路３０の構成（特に、フレームメモリーの数およびフレームメモ
リーに記憶されるデータ）も、実施形態および変形例４で説明したものに限定されない。
例えば、フレームメモリー３７に記憶されるデータは、前フレームにおけるリスク境界の
位置の特定に用いられるものであれば、どのような形式のデータであってもよい。例えば
、フレームメモリー３７に記憶されるデータは、前々フレームの画像のデータであっても
よい。この場合、前フレームの画像との比較によって、前フレームのリスク境界を特定す
ることができる。また、映像処理回路３０の機能構成要素間の機能の分担は、実施形態お
よび変形例４で説明したものに限定されない。映像処理回路３０は、全体として実施形態
および変形例で説明した機能を有していればよい。
【００７５】
３－５．変形例５
　図１７は、変形例５に係るプロジェクター２１００の構成を示す図である。プロジェク
ター２１００は、液晶パネル１００をライトバルブとして用いた電子機器の一例である。
この図に示されるように、プロジェクター２１００の内部には、ハロゲンランプ等の白色
光源を有するランプユニット２１０２が設けられている。ランプユニット２１０２から射
出された投射光は、内部に配置された３枚のミラー２１０６および２枚のダイクロイック
ミラー２１０８によってＲ（赤）色、Ｇ（緑）色、Ｂ（青）色の３原色に分離される。分
離された投射光は、各原色に対応するライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂに
それぞれ導かれる。なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比較すると光路が長いので、そ
の損失を防ぐために、入射レンズ２１２２、リレーレンズ２１２３および出射レンズ２１
２４を有するリレーレンズ系２１２１を介して導かれる。
【００７６】
　プロジェクター２１００において、液晶パネル１００を含む液晶表示装置が、Ｒ色、Ｇ
色、Ｂ色のそれぞれに対応して３組設けられている。ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇお
よび１００Ｂの構成は、上述した液晶パネル１０と同様である。Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれ
ぞれの原色成分の階調レベルを指定するに映像信号がそれぞれ外部上位回路から供給され
て、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００がそれぞれ駆動される。ライトバルブ
１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイクロイックプリズ
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ム２１１２に３方向から入射する。そして、ダイクロイックプリズム２１１２において、
Ｒ色およびＢ色の光は９０度に屈折し、Ｇ色の光は直進する。したがって、各原色の画像
が合成された後、スクリーン２１２０には、投射レンズ群２１１４によってカラー画像が
投射される。
【００７７】
　なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂには、ダイクロイックミラー２
１０８によって、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色のそれぞれに対応する光が入射するので、カラーフィ
ルタを設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロ
イックプリズム２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇ
の透過像はそのまま投射される。したがって、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水
平走査方向は、ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転さ
せた像を表示する構成となっている。また、図１７では、液晶表示装置１を透過型のプロ
ジェクターに用いた例を示したが、液晶表示装置１は反射型のプロジェクターに用いられ
てもよい。この場合、液晶パネル１００は反射型の液晶パネルである。
【００７８】
　液晶表示装置１が用いられる電子機器としては、プロジェクター２１００の他にも、テ
レビジョンや、ビューファインダー型・モニタ直視型のビデオテープレコーダー、カーナ
ビゲーション装置、ページャー、電子手帳、電卓、ワードプロセッサー、ワークステーシ
ョン、テレビ電話、ＰＯＳ端末、デジタルスチルカメラ、携帯電話機、タッチパネルを備
えた機器等などが挙げられる。
【００７９】
３－６．他の変形例
　映像処理回路３０により処理フローの具体例は、実施形態で説明したものに限定されな
い。例えば、実施形態においては、検出されたリスク境界が所定の条件を満たすか否かに
よって、データ書き換えの処理を分岐させた。しかし、リスク境界による条件分岐は行わ
れなくてもよい。例えば、図７のフローにおいて、ステップＳ１０２およびＳ１０６は省
略されてもよい。
【００８０】
　液晶パネル１００の構成は実施形態で説明したものに限定されない。２次元的に配置さ
れた画素を有するものであれば、どのような構成であってもよい。例えば、電気光学素子
は液晶素子１２０に限定されない。有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子等、液晶素子
以外の電気光学素子が用いられてもよい。また、画素１１１の等価回路は、図２で説明し
たものに限定されない。外部からの信号によって階調を制御できるものであれば、どのよ
うな構成の画素回路が用いられてもよい。例えば、スイッチング手段はｎチャネル型のＴ
ＦＴに限定されない。ｐチャネル型のＴＦＴが用いられてもよいし、トランスミッション
ゲート回路が用いられてもよい。
【００８１】
　実施形態では、液晶パネル１００がノーマリーブラックモードで動作する例を説明した
が、液晶パネル１００はノーマリーホワイトモードで動作するものであってもよい。ノー
マリーホワイトモードの場合、実施形態における白画素と黒画素とをそれぞれ逆に読み替
えればよい。例えば、ノーマリーホワイトモードにおいて動画ドメインが発生しやすいの
は、白画素から黒画素に変化する画素である。
【符号の説明】
【００８２】
１…液晶表示装置、１０…制御回路、２０…走査制御回路、３０…映像処理回路、３１…
遅延回路、３２…境界検出部、３３…変換部、３４…出力部、３５…フレームメモリー、
３６…フレームメモリー、３７…フレームメモリー、３８…ＶＲＡＭ、１００…液晶パネ
ル、１０１…表示領域、１０５…液晶層、１０８…コモン電極、１１１…画素、１１２…
走査線、１１４…データ線、１１５…容量線、１１６…ＴＦＴ、１１８…画素電極、１２
０…液晶素子、１２５…容量素子、１３０…走査線駆動回路、１４０…データ線駆動回路
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、２１００…プロジェクター、２１０２…ランプユニット、２１０６…ミラー、２１０８
…ダイクロイックミラー、２１１２…ダイクロイックプリズム、２１１４…投射レンズ群
、２１２０…スクリーン、２１２１…リレーレンズ系、２１２２…入射レンズ、２１２３
…リレーレンズ、２１２４…出射レンズ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】



(21) JP 2013-3493 A 2013.1.7

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】
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